
会　長　熊 澤 勝 則会 長 挨 拶

皆さん、こんにちは。最近本当に暖かくなり

ました。桜の便りもちらほら聞こえて来る様に

なりました。

先週の例会のボウリング大会には皆様御協

力、有難うございました。先日セルプ師勝、ひ

まわり作業所より丁寧な御礼がありました。

クリングス・ザビーネさん、よく御出で下さ

いました。早いもので今週で最後となりまし

た。今月で所期の目的を達成され月末には帰国

されるそうです。カウンセラーの西村さん、御

苦労様でした。帰国後は大学で日本語の講師を

されると聞きました。頑張って下さい。又帰国

後も忘れずに連絡下さる様お願いします。

最近ＳＴＡＰ細胞の論文の件で新聞紙上で賑

わっていますね。科学の事は全然、解りません

のでちょっと調べてみました。

日本語では刺激惹起性多能性獲得細胞

幹　事　平 岩 慎 次来訪者紹介

クリングス・ザビーネさん

「それでこそロータリー」

ソングリーダー　平 野 弘 康唱 和

会　長　熊 澤 勝 則点 鐘

識字率向上月間
（3月13日を含む1週間：世界ローターアクト週間）

2014年３月19日　第１４４０回　例 会

会場：名鉄グランドホテル

　　司　　　会　　会場委員長　松 浦 正 義

（Stimulus-Triggered Acquisition of Pluripotency 

cells）で英語名の頭文字から呼び名を付けたそ

うです。

研究の発端は「植物のほか動物の中でもイモ

リ等は傷付ける等、外からの刺激を与えれば万

本日のお知らせ　　（３月26日）

卓　話
会場／ＣＢＣ自動車学校

担当／クラブ奉仕委員会

（1441回）

次回のお知らせ　　（４月２日）

第10回定例理事会（11:00 ～）

クラブ・フォーラム

今月のお祝い
会場／北名古屋商工会館

担当／会長、幹事、会場委員会

（1442回）
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１．先日の身障者支援ボウリング大会のお礼

のご挨拶に以下の方がおこしになられま

した。

　　セルプしかつ　　理事長　大口　様

　　　　　　　　　　施設長　松山　様

　　ひまわり作業所　理事長　高桑　様

　　　　　　　　　　施設長　岡部　様

２．次年度の地区米山委員会の件

　　日時／５月15日（木）　13:00受付

　　場所／キャッスルプラザ

　　出席義務者／次期会長、幹事

　　　　　　　　奨学委員長（平野君）

３．５３０会議の件

　　日　時／３月20日（木）　13:00 ～

　　場　所／西庁舎

　　出席者／環境保全　松尾委員長

４．春の家族会ご参加の件

　　多数のご参加をお願いします。

５．クラブゴルフ大会

　　日時／４月９日（水）　

　　　　　8:05 ～ 8：26　ティーオフ

　　場所／レイクグリーン

　　※皆様のご参加をお待ちしております。

６．本日はＰＥＴＳ報告がございます。

　　山下会長エレクト、片山次期幹事

７．クリングス・ザビーネさんの米山奨学生の

お世話になったお礼の件

　　３月27日に帰国され、デュッセルドルフ大

学の現代日本語学科の先生になられる予定

です。

８．先日のセルプしかつでの植樹の様子が尾張

中央タイムズに掲載されました。

幹　事　平 岩 慎 次幹 事 報 告

能細胞化して再生する。人を含めた哺乳類でも

同様な事が考えられないか。」という素朴な疑

問からだそうです。

ＳＴＡＰ（刺激惹起性多能性獲得細胞）とは

マウスの細胞を弱い酸性の溶液に入れて刺激を

与えることに依り、様々な組織や臓器の細胞に

分化する能力（分化能力）が生じるとした現象

を指す事で、これまでの学説ではいったん皮膚

等に育ち役割の定った細胞がこした刺激で万能

細胞になる事はありえないとされていました。

しかし様々な疑問点や問題点が出て論文の取り

下げが検討されそうです。

研究の成否は良く解りませんが、発表当時、

発表者の小保方さんは各メディアで脚光を浴び

ました。しかし問題が生じると一斉に説明を求

めて騒いでいます。テレビ的には画面でいじめ

て泣かしたいのでしょうかね。又、他の共同発

表者も十数人いて彼らは何の責任も無いのです

かね。１ヶ月もしない内に何年もかかって作成

した論文を取り下げろと言う学者もいるそう

で、何の検証もせず共著のサインをしたので

しょうか。

又、理化学研究所の対応も３人の共著者に論

文の撤回を同意させた様です。本当にＳＴＡ

Ｐ細胞の存在が確認されたらどうしますかね。

ハーバード大学ではバカンディ教授らのチーム

での実験は続けられる様です。若い科学者達が

又、海外へ渡りそうな気がします。

趣味の園芸ですがいよいよ夏野菜の植付、種

まきが始まります。先週の土日に準備した場所

へ今週はじゃがいもを植付けます。

じゃがいも（ポテト）について改めて調べて

みました。じゃがいもの起源は南アメリカのア

ンデス山麓地帯で現在のチリで「インカ帝国」

であるとされています。そこからじゃがいもの

栽培が世界中に広まりました。その理由は食品

として料理の幅広さ、確かに煮ても焼いても、

蒸しても揚げても良いですね。又豊かな栄養素

があるから主食材料として使われている国もあ

ります。ザビーネさんの国、ドイツでも沢山食

べられてますね。植物学的にはトマト・トウガ

ラシ・ピーマン・ナスと同じナス科でソラナム

属に属しているそうです。畑に作付けする時は

連作は駄目です。

インカ帝国を起源とし長い月日を経て16世

紀末、江戸時代に日本に伝えられたじゃがいも

の名の由来はインドネシア、当時のジャワから

授って“じゃわいも”“じゃがたろいも”と呼ば

れる様になったと伝えられています。日本では

どれ位の生産量があるか？平成17年度の農林

水産省の調べでは国内の生産量は270万トンで

その内80％は北海道で次いで長崎県、鹿児島

県、茨城県だそうです。私達が作る分は入って

なさそうです。

栄養成分も高そうです。じゃがいも100gで

エネルギー 76kcal、水分は79.8g、たんぱく質

1.6g、糖質0.1g、炭水化物17.6g、その他ビタ

ミン、ミネラル、食物繊維も豊富です。食べ過

ぎると肥満になりますね。比較的丈夫で育て

やすいので収穫が楽しみです。
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《 第1440回例会　ニコボックス 》
寄 付 会 員 数
本 日 の 合 計 額
本日までの累計額

４名
22,000円

1,292,000円

熊澤君　すっかり春らしくなりました。畑の作

業が忙しくなります。

山下君　次回以降３回休みます。よろしくお願

いします。

辻　君　業務多忙

宮川君　業務多忙です。

委員長　魚 住 尚 三ニコボックス

委員長　吉 田 　 透出 席 報 告

会員数：33名 出席数：21名 出席率：77.77％
第1438回（前々回）　修正出席率：92.95％
〈メーキャップ〉 宮川君

唱和：それでこそロータリー　指揮：住川誠一君 ＰＥＴＳ報告をする山下会長エレクト

さようなら　ザビーネさん
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皆様、こんにちは。

１年間の暖かいご支援、まことにありがとうございました。

奨学金をいただくことによって、修士論文のための研究に一生懸命励むことができまし

た。更に例会などで皆様にいつも笑顔で迎えられていただいて、心の支えとなりました。お

蔭様で、南山大学大学院人間文化研究科言語科専攻の修士課程を無事に卒業することができ

ました。そして、修士課程の枠組みで行った研究は、今週末東京の国立国語研究所で開かれ

ます日本語実用言語学国際会議で発表することになりました。その成功は皆様のお陰だと考

えられます。

日本のロータリーは私のような日本と海外の架け橋になる留学生を支えてくださるのは素

晴らしいことだと思います。留学生は日本の言語、日本の文化や習慣、日本の技術などを身

に付けて、それを更に自国の人々に伝えたり、日本と自国の交流や貿易などに貢献する人物

となります。

私はちなみに、４月から私のドイツの母校であるデュッセルドルフ大学で日本語を教える

ことになりました。日本にいるうちに見に付けた日本語力はもちろん、日本の素晴らしいと

ころ、日本人の心などについても私の学生に伝えたいと思います。

留学生は大学の学生や先生だけと交流することが多いと思いますが、私はロータリーアン

の方々とも交流することができて、日本の社会のもっと深い理解ができたと感じます。ちな

みに、皆様がお使いになる日本語も大学生及び先生が使う日本語と違う点がありますので、

それも日本語教師を目指している私にとってとても面白くて、勉強になりました。

もちろん私はこれからも旅行や発表会などのために、度々日本を訪れることがあると思い

ます。その際皆様と再会できれば、幸いです。または、ドイツを訪れる方はぜひとも私にご

連絡ください。今後とも、どうぞ宜しくお願いいたします。

米山奨学生 クリングス・ザビーネさん お礼のあいさつ
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